
三
浦
梧
樓
賞
の
表
彰

生
涯
学
習
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

教
育
表
彰

す
。
流
行
を
過
ぎ
て
か
ら
も
十

分
に
注
意
が
必
要
で
す
。

手
洗
い
う
が
い
で

ウ
イ
ル
ス
避
け
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
近

付
か
な
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

一
番
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
次
の

こ
と
に
心
掛
け
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

①
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
る

②
人
混
み
で
は
マ
ス
ク
を
着
け
る

③
適
度
な
湿
度
と
温
度
を
保
つ

①
外
出
し
た
後
は
、
手
洗
い
と
う

が
い
を
す
る

発
症
か
ら
48
時
間

薬
は
早
め
に
服
用

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

治
療
薬
と
し
て
は
、
抗
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
（
リ
ン

酸
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
、
ザ
ナ
ミ

ビ
ル
水
和
物
、
塩
酸
ア
マ
ン
タ

感
染
症
は
、
い
つ
自
分
の
身

に
ふ
り
か
か
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
は
、
代
表
的
な
感

染
症
の
一
つ
で
あ
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
種
類
や
予
防
法
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に

は
、
時
期
を
問
わ
ず
日
ご
ろ
か

ら
手
洗
い
う
が
い
な
ど
の
予
防

法
を
習
慣
付
け
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

種
類
と
流
行
時
期

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
。
Ａ

型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
人
に
流
行
を
起
こ
す
の

は
主
に
Ａ
ソ
連
型
、
Ａ
香
港
型
、

Ｂ
型
と
さ
れ
、
ど
の
型
が
流
行

す
る
か
は
、
世
界
的
な
流
行
の

動
き
を
み
て
予
測
し
て
い
ま
す
。

流
行
の
時
期
は
、
十
二
月
か

ら
三
月
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
は

そ
れ
以
降
も
生
き
続
け
て
い
ま
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子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
町
民
の
集

い
と
生
涯
学
習
推
進
町
民
大
会
は
二
月

二
十
五
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
約
百
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
平
成
十
八
年
度
に
町
の

教
育
文
化
や
体
育
の
振
興
に
貢
献
し
た

十
三
人
・
四
団
体
の
表
彰
や
昨
年
度
創

設
さ
れ
た
「
三
浦
梧
樓

ご
ろ
う

賞
」、
み
ん
な

の
学
び
生
涯
学
習
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
落
語
家
の
桂
才
賀
師
匠
が

「
子
ど
も
を
叱
れ
な
い
大
人
た
ち
へ
」

と
題
し
、
現
代
の
青
少
年
を
取
り
巻
く

状
況
や
子
育
て
に
つ
い
て
講
演
。
才
賀

師
匠
は
、
法
務
省
の
少
年
院
面
接
委
員

と
し
て
全
国
の
少
年
院
で
出
会
っ
た
少

年
た
ち
の
声
を
紹
介
し
な
が
ら
、
親
や

教
師
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
熱
く
語

り
ま
し
た
。

各
地
区
青
少
年
育
成
会
の
実
践
発
表

で
は
、
茶
屋
場
地
区
（
向
川
原
建
二
会

長
）
と
江
刈
川
地
区
（
伊
藤
次
信
会
長
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

奈
恵
（
江
刈
小
六
年
）
歯
・
口
の
健
康

に
関
す
る
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
／
ポ
ス
タ
ー
部
門
（
県
）
金
賞
（
全

国
）
優
秀
賞
▽
上
道
優
美
（
江
刈
中
一

年
）
風
と
恋
の
コ
ン
テ
ス
ト
／
奨
励
賞

▽
大
上
紗
也
香
（
江
刈
中
三
年
）
東
北

電
力
第
三
十
二
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
／
秀
賞
▽
中
村
大
地
（
江
刈
中
三

年
）
中
学
生
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
／
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞
▽
川
下
幸
寛
（
鐚
巻
高
校
三
年
）

風
と
恋
の
コ
ン
テ
ス
ト
／
奨
励
賞

団
体
の
部
▽
鐚
巻
小
学
校
…
風
と
恋

の
コ
ン
テ
ス
ト
／
最
優
秀
校
▽
江
刈
小

学
校
・
鐚
巻
中
学
校
…
同
／
優
秀
校

体
育
部
門

個
人
の
部
▽
土
石
瑞

穂
（
鐚
巻
小
六
年
）
第
二
十
二
回
全
国

小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
県
大
会
／

女
子
八
十
誡
ハ
ー
ド
ル
三
位
▽
横
道
竜

也
（
鐚
巻
小
六
年
）
同
／
男
子
八
十
誡

ハ
ー
ド
ル
二
位
▽
峠
舘
由
衣
（
鐚
巻
小

五
年
）
同
／
五
年
女
子
百
誡
二
位
▽
元

村
美
咲
（
小
屋
瀬
中
三
年
）
第
五
十
三

回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
う

子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
町
民
の
集
い
＆
生
涯
学
習
推
進
町
民
大
会

ジ
ン
）
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
効
果
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
出
始
め

て
か
ら
の
時
間
や
病
状
に
よ
っ

て
異
な
り
、
発
症
か
ら
四
十
八

時
間
以
内
の
服
用
が
効
果
的
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

周
囲
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
て
い
る
と
き
に
、
次
の

症
状
が
現
れ
た
ら
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

①
38
度
以
上
の
急
な
発
熱
が
あ
る

②
関
節
痛
や
筋
肉
痛
が
あ
る

③
倦
怠
感
や
疲
労
感
が
強
い

④
悪
寒
が
す
る

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
健

康
係
（
蕁
役
場
内
線
一
五
九
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
防
に
勝
る
治
療
な
し

ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
ろ
う

高病原性

インフルエンザって
なぁに？鳥

◆人と鳥、同じなの？　
鳥類が、人とは異なるＡ型インフル

エンザウイルスに感染して起こる病気
です。水鳥や渡り鳥によってウイルスが運ばれ、
鶏が大量死することなどで注目されています。
◆人に感染するの？
鶏から人へ感染した例はありますが、その後、

人から人への感染は確認されていません。インフ
ルエンザは、通常、同種間でしか感染しませんが、
Ａ型のウイルスは感染していく過程の中で性質が
変わることがあり、人から人へ感染する新型イン
フルエンザになる可能性があります。
◆予防法はあるの？
手洗いやうがい、人混みではマスクを着けるな

ど、通常のインフルエンザと同じことに気を付け
ましょう。

文化部門の教育表彰を受ける角地健希君

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
功
績
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

文
化
部
門

個
人
の
部
▽
角
地
健た

つ

希き

（
江
刈
小
四
年
）
上
越
市
民
俳
句
大

会
／
選
者
賞
▽
中
六
角
彩
花
（
江
刈
小

四
年
）
湯
河
原
文
学
賞
／
俳
句
部
門
優

秀
賞
▽
星
野
一
真
（
江
刈
小
六
年
）
梧

逸
忌
全
国
俳
句
大
会
／
秀
逸
▽
冬
澤
佳

会
／
二
・
三
年
砲
丸
投
げ
三
位
▽
御
堂

地
麻
衣
（
江
刈
中
二
年
）
平
成
十
八
年

度
県
中
学
校
新
人
大
会
／
柔
道
女
子
個

人
戦
七
十
誅
超
級
三
位
　

団
体
の
部
団

▽
鐚
巻
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム
…
第
二
十
二

回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
県

大
会
／
女
子
リ
レ
ー
五
位

▽
小
屋
瀬
中
学
校
…
平
成
十
年
度
か

ら
地
域
の
水
質
や
生
物
の
調
査
を
続

け
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
生
息
地
の
確

認
の
ほ
か
、
土
谷
川
河
川
工
事
に
際
し
、

カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
調
査
や
移
植
作

業
を
行
う
な
ど
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

川
づ
く
り
に
貢
献
。
こ
れ
ら
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
本
年
度
は
「
み
ど
り
の
日
」

自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
を
受

賞
。▽

最
優
秀
賞
…
中
村
真
（
江
刈
小
五

年
）
標
語
＝
学
び
た
い

い
つ
で
も
ど

こ
で
も

な
ん
ど
で
も
▽
優
秀
賞
…
木

戸
口
美
幸
（
鐚
巻
中
二
年
）、
品
川
都

（
小
屋
瀬
中
三
年
）、
福
田
信
博
（
四
日

市
）

＊
入
賞
作
品
は
佳
作
八
点
を
含
め
、
本
紙

ま
な
び
の
森
な
ど
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。


